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株式会社ガードロック　

作成担当：南 完治

試験目的 ： 従来から一般的に屋外にて比較的多く使用されている真鍮製南京錠ですが屋外、

沿岸部で使用する南京錠として適しているのか、また全ての部品をステンレス材

料にて設計、製造した【№5700パーフェクトステンレス南京錠】の場合、真鍮製南

京錠と比較して、屋外、沿岸部にて使用時に有効といえるのかを検証する為、塩

水噴霧時の錆発生にて耐久性能比較を目的とする。

試験品 ： ①真鍮製南京錠　50ｍｍ　

②【№5700パーフェクトステンレス南京錠】　50ｍｍ

試験機関　： 地方独立行政法人大阪市立工業研究所

試験日 ： 2012年8月31日（真鍮製南京錠）

2012年9月24日（№5700パーフェクトステンレス南京錠）

試験方法 ： JIS Z 2371-2000に定める中正塩水噴霧試験方法を参考に、5％塩水で240時間

噴霧を行った。

評価方法 ： 240時間塩水噴霧後、試験品を水で洗浄し約1時間乾燥した後、目視により外観

を観察した。

地方独立行政法人大阪市立工業研究所にて検査後、キーによる開錠、施錠の作地方独立行政法人大阪市立工業研究所にて検査後、キーによる開錠、施錠の作

動検査を行った。

試験結果 ： ①真鍮製南京錠　50ｍｍ　

○緑色の腐食生物が発生し、変色が見られた、

○錠前機能の検査では鍵穴の腐食が著しくキーの挿入ができず解錠、施錠がで

　きなかった。　

②№5700パーフェクトステンレス南京錠　50ｍｍ

○わずかな赤さびが認められた。

○錠前機能の検査では解錠、施錠とも全く問題なく作動した。　

結論 ： 試験後、真鍮製南京錠は錠として機能しなくなることから、屋外、沿岸部における

長期間の使用に適さないと判断できた。

一方【№5700パーフェクトステンレス南京錠】は内部部品も全てステンレス材料を

使用していることから、真鍮製南京錠と比較して錆に強く長期的に屋外で使用でき

ると判断できることがわかった。

※錆は本体の仕上げ加工時に、加工機側の過去の作業時に付着していた鉄粉が

　ステンレス素材側に移り、その鉄粉が検査時に錆たことが原因と判明し、紙やす

　りで軽く磨くことにより錆の除去ができた。
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①真鍮製南京錠　50ｍｍ　

南京錠本体とシャックルが腐食

キー穴の内部は腐食が著しい状態が外観から判断できる。

腐食により南京錠本体とシャックルの キー穴内部の腐食が激しくキーの挿入ができない。

隙間がなくなっており、可動が困難と　

推測できる。



②【№5700パーフェクトステンレス南京錠】　50ｍｍ

片側は南京錠本体、シャックルとも　       他方は炭化物が付着したような錆が発生。

変化なし。

         シリンダー部、若干赤錆が発生。

           キーの挿入は違和感なくスムースに行え、開錠、施錠共全く問題はなかった。　


